


四

補
助
金
等
の
交
付
目
的
に
応
じ
た
効
果
が
あ
る
こ
と

｡

五

補
助
金
等
の
交
付
基
準
及
び
交
付
金
額
が
適
正
で
あ
る
こ
と

｡

六

前
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か､

補
助
金
等
の
特
性
等
に
応
じ
そ
の
適
正
な
執
行
を
確
保
す
る
上
で
必
要
な
も
の
と
し
て
知

事
が
別
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

｡

２

前
項
に
定
め
る
基
準
の
詳
細
は､

知
事
が
別
に
定
め
る

｡

(

分
野､

目
的
等
の
区
分)

第
四
条

条
例
第
八
条
第
二
項
の
補
助
金
等
の
交
付
に
係
る
分
野､

目
的
等
の
区
分
は､

次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

｡

一

歳
出
決
算
の
性
質
に
従
っ
て､

こ
れ
を
消
費
的
経
費
及
び
投
資
的
経
費
に
区
分
す
る
こ
と

｡

二

歳
出
決
算
の
財
源
内
訳
に
従
っ
て､

こ
れ
を
国
庫
支
出
金､

国
庫
支
出
金
以
外
の
特
定
財
源
及
び
一
般
財
源
に
区
分
す
る
こ

と

｡

三

歳
出
決
算
の
目
的
に
従
っ
て､

こ
れ
を
款
に
区
分
す
る
こ
と

｡

四

前
三
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か､

補
助
金
等
の
特
性
等
に
応
じ
そ
の
実
績
等
が
容
易
に
把
握
で
き
る
も
の
と
し
て
知
事
が
別

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
区
分
す
る
こ
と

｡

(

公
表
の
方
法)

第
五
条

条
例
第
四
条
第
二
項､

第
六
条
第
一
項､

第
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は､

次
の
各
号
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る

｡

一

三
重
県
情
報
公
開
・
個
人
情
報
総
合
窓
口
そ
の
他
知
事
が
指
定
す
る
場
所
に
備
え
て
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
方
法

二

イ
ン
ター

ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
知
事
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
方
法

(

補
則)

第
六
条

こ
の
規
則
で
定
め
る
も
の
の
ほ
か､

こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は､

知
事
が
別
に
定
め
る

｡

附

則

こ
の
規
則
は､

平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

｡

職
場
適
応
訓
練
委
託
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
し
ま
す

｡

平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日

三

重

県

知

事

北

川

正

恭

三
重
県
規
則
第
四
十
三
号

職
場
適
応
訓
練
委
託
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
場
適
応
訓
練
委
託
規
則

(

昭
和
三
十
九
年
三
重
県
規
則
第
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

｡

第
十
条
第
二
項
第
一
号
中

｢

二
万
四
千
百
円｣

を

｢

二
万
四
千
円｣

に､

｢

二
万
五
千
百
円｣

を

｢

二
万
五
千
円｣
に
改
め
る

｡

附

則

こ
の
規
則
は､

平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

｡

職
業
訓
練
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
し
ま
す

｡

平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日

三

重

県

知

事

北

川

正

恭

三
重
県
規
則
第
四
十
四
号

職
業
訓
練
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
業
訓
練
手
当
支
給
規
則

(

昭
和
四
十
一
年
三
重
県
規
則
第
四
十
八
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

｡

第
一
条
中

｢

第
十
三
条
第
二
号｣

を

｢

第
十
八
条
第
二
号｣

に
改
め
る

｡

第
四
条
第
二
項
中

｢

三
千
五
百
四
十
円｣

を

｢

三
千
五
百
三
十
円｣

に
改
め
る

｡

別
表
二
級
地
の
項
中

｢

三､

九
四
○
円｣

を

｢

三､

九
三
○
円｣

に
改
め､

同
表
三
級
地
の
項
中

｢

三､

五
四
○
円｣

を

｢

三､

五
三
○
円｣

に
改
め
る

｡

附

則

こ
の
規
則
は､

平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

｡

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
し
ま
す

｡
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日

三

重

県

知

事

北

川

正

恭

三
重
県
規
則
第
四
十
五
号

平
成
15
年
３
月
31
日

三
重

県
公

報
号

外
(
2
)



電
話

(
)

〒
－

電
話

(
)

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
規
則

(

昭
和
四
十
年
三
重
県
規
則
第
五
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

｡

第
一
条
第
一
項
中

｢

第
十
条
第
一
項｣

を

｢

第
十
三
条
第
一
項｣

に､

｢

第
十
九
条
の
二
第
一
項｣

を

｢

第
三
十
二
条
第
一
項｣

に
改
め､

同
条
第
二
項
第
二
号
中

｢

第
五
条｣

を

｢

第
六
条｣

に
改
め､

同
条
第
三
項
第
一
号
中

｢

第
十
条
第
一
項
第
一
号｣

を

｢

第
十
三
条
第
一
項
第
一
号｣

に､

｢

第
十
九
条
の
二
第
一
項｣

を

｢

第
三
十
二
条
第
一
項｣

に
改
め､

同
項
第
二
号
中

｢

第
十
条

第
一
項
第
二
号｣
を

｢
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号｣

に､

｢

第
十
九
条
の
二
第
一
項｣

を

｢

第
三
十
二
条
第
一
項｣

に
改
め､

同
項

第
三
号
中

｢

第
十
条
第
一
項
第
三
号｣

を

｢

第
十
三
条
第
一
項
第
三
号｣

に､

｢

第
十
九
条
の
二
第
一
項｣

を

｢

第
三
十
二
条
第
一

項｣

に
改
め､

同
項
第
四
号
中

｢

第
二
条
第
一
号｣

を

｢

第
三
条
第
一
号｣

に､

｢

第
二
十
四
条
第
一
号｣

を

｢

第
三
十
二
条
第
一

号｣

に
改
め､

同
項
第
五
号
中

｢
第
二
条
第
三
号｣

を

｢

第
三
条
第
六
号｣

に､

｢

第
二
十
四
条
第
四
号｣

を

｢

第
三
十
二
条
第
五

号｣

に
改
め､

同
項
第
六
号
中

｢
第
二
条
第
四
号｣

を

｢

第
三
条
第
七
号｣

に､

｢

第
二
十
四
条
第
五
号｣

を

｢

第
三
十
二
条
第
六

号｣

に
改
め､

同
項
第
七
号
中

｢

第
二
条
第
五
号｣

を

｢

第
三
条
第
八
号｣

に､

｢

第
二
十
四
条
第
六
号｣

を

｢

第
三
十
二
条
第
七

号｣

に
改
め､

同
項
第
八
号
中

｢

第
二
十
四
条
第
七
号｣

を

｢

第
三
十
二
条
第
八
号｣

に
改
め､

同
条
第
四
項
中

｢

第
十
一
条｣

を

｢

第
十
四
条｣

に､

｢

第
十
九
条
の
二
第
三
項｣
を

｢

第
三
十
二
条
第
三
項｣

に
改
め
る

｡

第
二
条
中

｢

第
十
条
第
一
項｣

を

｢

第
十
三
条
第
一
項｣

に､

｢

第
十
九
条
の
二
第
一
項｣

を

｢

第
三
十
二
条
第
一
項｣

に
改
め

る

｡第
四
条
第
二
項
中

｢

第
十
一
条｣

を

｢

第
十
二
条｣

に､

｢
第
二
十
九
条｣

を

｢

第
三
十
八
条｣

に
改
め
る

｡

第
五
条
中

｢

第
六
条
第
三
号｣

を

｢

第
七
条
第
三
号｣

に､

｢
第
七
号｣

を

｢

第
八
号｣

に､

｢

第
二
十
七
条
第
三
号｣

を

｢

第

三
十
六
条
第
三
号｣

に
改
め
る

｡

第
六
条
中

｢

第
十
二
条｣

を

｢

第
十
五
条
第
一
項｣

に､

｢

第
十
九
条
の
二
第
四
項｣

を

｢

第
三
十
二
条
第
四
項｣

に
改
め
る

｡

第
七
条
中

｢

第
十
八
条
第
一
項｣

を

｢

第
十
九
条
第
一
項｣

に､

｢

第
二
十
九
条｣

を

｢

第
三
十
八
条｣

に
改
め
る

｡

第
八
条
中

｢

第
十
六
条
た
だ
し
書｣

を

｢

第
十
七
条
た
だ
し
書｣

に､

｢

第
二
十
九
条｣

を

｢

第
三
十
八
条｣

に
改
め
る

｡

第
九
条
中

｢

第
七
条
第
三
項
た
だ
し
書｣

を

｢

第
八
条
第
三
項
た
だ
し
書｣

に､

｢
第
二
十
八
条
第
二
項｣

を

｢

第
三
十
七
条
第

二
項｣

に
改
め
る

｡

第
十
条
中

｢

第
七
条
第
一
項｣

を

｢

第
八
条
第
一
項｣

に､

｢

第
二
十
八
条
第
一
項｣

を

｢
第
三
十
七
条
第
一
項｣

に
改
め
る

｡

第
十
一
条
第
一
項
中

｢

第
七
条
第
一
項｣

を

｢

第
八
条
第
一
項｣

に､

｢

第
二
十
八
条
第
一
項｣
を
｢
第
三
十
七
条
第
一
項｣

に､

｢

第
十
六
条｣

を

｢

第
十
七
条｣

に､

｢

第
二
十
九
条｣

を

｢

第
三
十
八
条｣

に
改
め
る

｡

第
十
二
条
中

｢

第
十
六
条
第
三
項｣

を

｢

第
二
十
五
条
第
三
項｣

に､

｢

第
十
九
条
の
三
第
一
項｣

を

｢
第
三
十
四
条
第
一
項｣

に
改
め
る

｡

第
十
三
条
中

｢

第
十
七
条
第
一
項｣

を

｢

第
二
十
六
条
第
一
項｣

に､

｢

第
十
九
条
の
三
第
一
項｣

を

｢

第
三
十
四
条
第
一
項｣

に
改
め､

｢

必
要
と
す
る
者｣

の
下
に

｢

の
う
ち､

社
会
福
祉
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号)

第
十
四
条
に
規
定
す
る
福

祉
に
関
す
る
事
務
所

(

以
下

｢

福
祉
事
務
所｣

と
い
う

｡)

を
設
置
し
な
い
町
村
の
区
域
内
に
住
所
地
を
有
す
る
も
の｣

を
加
え､

｢

知
事｣

を

｢

そ
の
町
村
を
管
轄
す
る
福
祉
事
務
所
の
長｣

に
改
め
る

｡

第
十
四
条
の
見
出
し
を

｢(

母
子
自
立
支
援
員)｣

に
改
め､

同
条
中

｢

第
七
条｣

を

｢

第
八
条｣

に､

｢

母
子
相
談
員｣

を

｢

母

子
自
立
支
援
員｣

に
改
め
る

｡

第
十
五
条
第
一
項
中

｢

書
類｣

の
下
に

｢

の
う
ち､

第
十
三
条
に
規
定
す
る
証
明
書
交
付
申
請
書
以
外
の
書
類｣

を
加
え､

｢

社

会
福
祉
事
業
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号)

第
十
三
条
に
規
定
す
る
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
福
祉
に
関
す
る
事
務

所

(

以
下

｢

福
祉
事
務
所｣

と
い
う

｡)｣

を

｢

福
祉
事
務
所｣

に
改
め
る

｡

｢
｢

第
一
号
様
式
及
び
第
一
号
様
式
の
二
中

を

に
改
め
る

｡

｣
｣

第
十
一
号
様
式
中

｢半
月
賦
｣

を

｢半
年
賦
｣

に
改
め
る

｡

第
十
六
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る

｡

平
成
15
年
３
月
31
日

三
重

県
公

報
号

外
(
3
)



第16条様式 (第４条関係)

平 成 15 年 ３ 月 31 日 三 重 県 公 報 号 外( 4 )



第 二 十 一 号 様 式 を 次 の よ う に 改 め る

｡

第21条様式 (第９条関係)

平 成 15 年 ３ 月 31 日 三 重 県 公 報 号 外 ( 5 )



福祉事務所経由
第 二 十 二 号 様 式 及 び 第 二 十 三 号 様 式 中 ｢郵便官署｣ を ｢郵便局｣ に 改 め る

｡

第 二 十 四 号 様 式 中 ｢ ｣ を 削 り ､ ｢三重県知事｣ を ｢福祉事務所長｣ に 改 め る

｡

第 二 十 五 号 様 式 を 次 の よ う に 改 め る

｡

第25条様式 (第16条関係)

平 成 15 年 ３ 月 31 日 三 重 県 公 報 号 外( 6 )



附

則

１

こ
の
規
則
は､

平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

｡

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
細
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
て
い
る
申
請
書
等
は､

改
正
後
の
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
細
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
た
申
請
書
等
と
み
な
す

｡

三
重
県
知
的
障
害
者
福
祉
セ
ン
ター

は
ば
た
き
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
し
ま
す

｡

平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日

三

重

県

知

事

北

川

正

恭

三
重
県
規
則
第
四
十
六
号

三
重
県
知
的
障
害
者
福
祉
セ
ン
ター

は
ば
た
き
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

三
重
県
知
的
障
害
者
福
祉
セ
ン
ター
は
ば
た
き
条
例
施
行
規
則

(

平
成
十
一
年
三
重
県
規
則
第
二
十
七
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る

｡

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る

｡

(

入
所
の
手
続)

第
二
条

知
的
障
害
者
福
祉
法

(

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号

｡

以
下

｢

法｣

と
い
う

｡)

第
四
条
第
四
項
の
知
的
障
害
者
短

期
入
所
の
申
込
み
を
し
よ
う
と
す
る
者

(

当
該
知
的
障
害
者
短
期
入
所
に
係
る
法
第
十
五
条
の
五
第
一
項
の
居
宅
生
活
支
援
費
の

支
給
に
係
る
者
に
限
る

｡)

及
び
法
第
五
条
第
三
項
の
知
的
障
害
者
更
生
施
設
支
援
の
申
込
み
を
し
よ
う
と
す
る
者

(

当
該
知
的

障
害
者
更
生
施
設
支
援
に
係
る
法
第
十
五
条
の
十
一
第
一
項
の
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給
に
係
る
者
に
限
る

｡)

は､

セ
ン
ター

長
が
定
め
る
利
用
申
込
書
及
び
健
康
診
断
書
を
セ
ン
ター

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

｡

２

法
第
十
五
条
の
三
十
二
第
一
項
及
び
法
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
知
的
障
害
者
を
入
所
さ
せ
よ
う
と
す
る
市

町
村
長
は､

セ
ン
ター

長
が
定
め
る
入
所
依
頼
書､

健
康
診
断
書
及
び
入
所
希
望
調
書
を
セ
ン
ター

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

｡附

則

こ
の
規
則
は､

平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

｡

三
重
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
し
ま
す

｡

平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日

三

重

県

知

事

北

川

正

恭

三
重
県
規
則
第
四
十
七
号

三
重
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

三
重
県
会
計
規
則

(

昭
和
三
十
九
年
三
重
県
規
則
第
十
五
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

｡

目
次
中

｢

第
六
十
三
条

(

随
意
契
約
の
限
度
額)

第
六
十
四
条

(

見
積
書
の
提
出)

第
六
十
四
条
の
二

(

見
積
書
の
省
略)｣

を

｢

第
六
十
三
条
及
び
第
六
十
四
条

削
除｣

に､

｢

第
七
十
一
条

(

入
札)｣

を

｢

第
七
十
一
条

(

入
札)

第
七
十
一
条
の
二

(

電
子
入
札)｣

に､

｢

第
七
十
三
条

(

入
札
保
証
金
の
還
付)｣

を

｢

第
七
十
三
条

(

入
札
保
証
金
の
還
付)

第
七
十
三
条
の
二

(

随
意
契
約
の
限
度
額)

第
七
十
三
条
の
三

(

見
積
書
の
提
出)

第
七
十
三
条
の
四

(

見
積
書
の
省
略)

｣

に
改
め
る

｡

第
二
条
第
一
号
中

｢

地
方
労
働
委
員
会
事
務
局､

監
査
委
員
事
務
局｣

を

｢

監
査
委
員
事
務
局､

地
方
労
働
委
員
会
事
務
局､

海

区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
局､

内
水
面
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
局｣

に､

｢

警
察
本
部
の
課

(

室､

隊､

所､

セ
ン
ター

及
び
学
校)

及
び
議
会
事
務
局
の
課｣

を

｢

議
会
事
務
局
の
課
及
び
警
察
本
部
の
課

(

隊､

所､

セ
ン
ター

及
び
学
校)｣

に
改
め
る

｡

第
三
条
第
二
項
中

｢

グ
ルー

プ
リー

ダー
｣

を

｢

主
幹｣

に
改
め､

同
項
た
だ
し
書
中

｢

当
該
各
号
に
定
め
る
者
以
外
の
者｣

を

｢

第
百
七
十
九
条
に
規
定
す
る
代
行
者｣

に
改
め､

同
項
第
四
号
中

｢

消
防
学
校｣

の
下
に

｢

及
び
農
業
大
学
校｣

を
加
え
る

｡

第
四
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る

｡

２

知
事
は､

所
属
の
長
か
ら
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は､

法
第
百
七
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
出
納
員
の
事
務
の
一
部
の

委
任
を
受
け
た
者

(

以
下

｢

会
計
員｣

と
い
う

｡)

を
置
く
こ
と
が
で
き
る

｡
第
八
条
第
一
項
第
二
号
中

｢

命
令

｡｣

を

｢

命
令｣

に
改
め､

同
項
第
五
号
中

｢

出
納
通
知

｡｣

を

｢

出
納
通
知｣

に
改
め
る

｡
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第
九
条
第
二
項
第
一
号
中

｢

国
庫
支
出
金
収
入｣

の
下
に

｢

､

繰
入
金｣

を
加
え
る

｡

第
十
七
条
第
四
項
中

｢

出
納
長､

出
納
員
若
し
く
は
会
計
員
が
勤
務
し､

又
は
同
条
同
項
同
号
に
定
め
る
金
融
機
関
が
所
在
す
る

都
及
び
市
町
村
の
区
域｣

を

｢

納
付
し
よ
う
と
す
る
金
融
機
関
が
加
入
し
て
い
る
手
形
交
換
所
の
手
形
交
換
取
扱
地
域｣

に
改
め､

同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る

｡

た
だ
し､

出
納
長､

出
納
員
又
は
会
計
員
に
納
付
し
よ
う
と
す
る
と
き
は､

指
定
金
融
機
関
が
加
入
し
て
い
る
手
形
交
換
所
の

手
形
交
換
取
扱
地
域
に
限
る

｡

第
十
八
条
第
二
項
中

｢
指
定
金
融
機
関
等｣

を

｢

金
融
機
関

(

証
券
に
よ
る
場
合
は､

指
定
金
融
機
関
に
限
る

｡)｣

に
改
め､

同
項
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る

｡

た
だ
し､

知
事
が
別
に
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い

｡

第
二
十
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る

｡

６

出
納
長､

出
納
員
又
は
会
計
員
は､

返
納
義
務
者
か
ら
直
接
現
金
等
に
よ
り
誤
払
金
等
を
収
納
し
た
と
き
は､

第
十
八
条
の
規

定
を
準
用
す
る

｡

第
四
十
三
条
第
一
項
中

｢

五
日｣

を

｢

十
日｣
に
改
め
る

｡

第
四
十
九
条
第
二
項
中

｢

第
四
十
七
条
第
十
一
号｣
を

｢

第
四
十
七
条
第
十
号｣

に
改
め
る

｡

第
五
十
条
第
四
号
中

｢

生
産
物｣

を

｢

動
物
又
は
生
産
物
の｣

に
改
め､

同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る

｡

六

県
が
国
又
は
地
方
公
共
団
体
に
支
払
う
経
費
で
あ
つ
て､

国
又
は
他
の
地
方
公
共
団
体
が
繰
り
替
え
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の

当
該
収
入
金

第
五
十
九
条
第
一
項
中
第
七
号
を
第
九
号
と
し､

第
六
号
を
第
八
号
と
し､

第
五
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る

｡

六

予
定
価
格
を
事
前
に
公
表
す
る
入
札
に
あ
つ
て
は
当
該
予
定
価
格

七

第
七
十
一
条
の
二
に
規
定
す
る
電
子
入
札
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
そ
の
旨

第
六
十
三
条
及
び
第
六
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る

｡

第
六
十
三
条
及
び
第
六
十
四
条

削
除

第
六
十
四
条
の
二
を
削
る

｡

第
六
十
五
条
た
だ
し
書
中

｢

こ
の
限
り
で
は
な
い｣

を

｢

封
書
に
す
る
こ
と
及
び
開
札
場
所
に
置
く
こ
と
を
要
し
な
い｣

に
改
め

る

｡第
七
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る

｡

(

電
子
入
札)

第
七
十
一
条
の
二

電
子
入
札

(

電
子
情
報
処
理
組
織

(

契
約
担
当
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
入
札
し
よ
う
と
す
る
者
の
使

用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
も
の
を
い
う

｡)

を
使
用
し
て
行
う
入
札
を
い
う

｡)

に
参
加
し
よ
う
と

す
る
者
は､

前
条
の
規
定
に
よ
る
入
札
書
の
提
出
に
代
え
て､

そ
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
入
札
金
額
そ
の
他
所
定
の
情
報

を
入
力
し､

契
約
担
当
者
の
指
定
し
た
日
時
ま
で
に､

当
該
契
約
担
当
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
到
達
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

｡

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
入
力
す
る
場
合
に
は､

電
子
入
札
に
参
加
を
し
よ
う
と
す
る
者
は､

契
約
担
当
者
が
指
定
す
る
認
証
方
法

を
用
い
て
入
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

｡

３

第
一
項
の
入
札
金
額
そ
の
他
所
定
の
情
報
は､

契
約
担
当
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ア
イ
ル
へ
の
記
録

が
な
さ
れ
た
と
き
に
当
該
電
子
計
算
機
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す

｡

４

前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か､

電
子
入
札
の
方
法
に
つ
い
て
は､

知
事
が
別
に
定
め
る

｡

第
七
十
三
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る

｡

(

随
意
契
約
の
限
度
額)

第
七
十
三
条
の
二

令
第
百
六
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
則
で
定
め
る
額
は､

次
の
各
号
に
掲
げ
る
契
約
の
種
類
に
応
じ､

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る

｡

一

工
事
又
は
製
造
の
請
負

二
百
五
十
万
円

二

財
産
の
買
入
れ

百
六
十
万
円

三

物
件
の
借
入
れ

八
十
万
円

四

財
産
の
売
払
い

五
十
万
円

五

物
件
の
貸
付
け

三
十
万
円

六

前
各
号
に
規
定
す
る
も
の
以
外
の
も
の

百
万
円

(

見
積
書
の
提
出)

第
七
十
三
条
の
三

契
約
担
当
者
は､

随
意
契
約
に
よ
り
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き
は､

契
約
の
内
容
そ
の
他
見
積
り
に
必

要
な
事
項
を
示
し
て､

二
人
以
上

(

契
約
の
相
手
方
が
特
定
の
者
に
限
定
さ
れ
る
場
合
又
は
そ
の
他
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
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あ
つ
て
は､

一
人)

の
者
か
ら
見
積
書
を
提
出
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

｡

２

前
項
の
見
積
書
の
提
出
は､

同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず､

第
七
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
電
子
入
札
の
例
に
よ
り
行
う
こ

と
が
で
き
る

｡

(

見
積
書
の
省
略)

第
七
十
三
条
の
四

契
約
担
当
者
は､

随
意
契
約
に
よ
り
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て､

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は､

前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
見
積
書
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る

｡

一

官
報､

新
聞
そ
の
他
価
格
が
一
定
し
て
い
る
も
の
で
見
積
書
を
提
出
さ
せ
る
必
要
が
な
い
と
き

｡

二

予
定
価
格
が
十
万
円
未
満
で
あ
る
と
き

｡

三

令
第
百
六
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
及
び
第
五
号
の
規
定
に
該
当
す
る
契
約
を
締
結
す
る
と
き

｡

四

官
公
署
と
契
約
を
締
結
す
る
と
き

｡

五

契
約
担
当
者
に
お
い
て､

見
積
書
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
又
は
必
要
で
な
い
と
認
め
る
と
き

｡

第
九
十
一
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る

｡

た
だ
し､

信
用
保
証
協
会
及
び
中
小
企
業
信
用
保
険
法
施
行
令

(

昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
五
十
号)

第
一
条
の
二
に
規
定

す
る
金
融
機
関
に
対
し
て､

中
小
企
業
者
が
売
掛
債
権
を
譲
渡
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
こ
の
限
り
で
な
い

｡

第
百
二
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る

｡

６

歳
入
歳
出
外
現
金
を
証
券
に
よ
り
納
付
し､

又
は
受
け
入
れ
る
と
き
は､

第
十
七
条
の
規
定
を
準
用
す
る

｡

第
百
二
十
一
条
た
だ
し
書
中

｢

一
件
と
し
て
歳
入
歳
出
外
現
金
有
価
証
券
収
納
確
認
票

(

第
五
十
九
号
様
式
の
二)

と
と
も
に｣

を
削
り､

同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る

｡

２

出
納
長
又
は
出
納
員
は､

証
券
に
よ
り
歳
入
歳
出
外
現
金
を
受
け
入
れ
た
と
き
は､

第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る

｡

第
百
三
十
一
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る

｡

一

備
品

二

動
物

三

生
産
物

四

消
耗
品

五

郵
券
証
紙
類

第
百
六
十
四
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る

｡

た
だ
し､

出
納
局､

県
民
局
企
画
調
整
部
及
び
東
京
事
務
所
等
以
外
の
出
納
員
に
お
い
て
は､

第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
帳

票
の
整
理
を
要
し
な
い

｡

第
百
七
十
三
条
第
一
項
中

｢

五
日｣

を

｢

十
日｣

に
改
め
る

｡

第
百
七
十
八
条
第
一
項
中

｢

異
動｣

の
下
に

｢
(

第
三
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
場
合
を
含
む

｡

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ

｡)
｣

を､

｢

前
任
者
は｣

の
下
に

｢

､

異
動
が
あ
つ
た
日
の
前
日
終
了
時
に
お
け
る
出
納
状
況
に
つ
い
て､

出
納
員
事
務
引
継
書

(
第
百

十
八
号
様
式)

を
作
成
し｣

を
加
え､

同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る

｡

３

出
納
局､

県
民
局
企
画
調
整
部
及
び
東
京
事
務
所
等
の
出
納
員
は､

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
引
継
ぎ
を
行
う
と
き
は､

出
納
員

事
務
引
継
書
に
歳
入
計
算
書､

歳
出
計
算
書､

歳
入
歳
出
外
現
金
出
納
計
算
書
及
び
指
定
金
融
機
関
等
に
お
け
る
収
支
状
況
を
示

す
書
類
を
添
え
て
後
任
者
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

｡

第
百
七
十
九
条
第
一
項
中

｢

､

後
任｣

を

｢

後
任｣

に
改
め､

｢

執
行
で
き
な
い
と
き｣

の
下
に

｢

又
は
出
納
員
に
事
故
が
あ
る

と
き｣

を
加
え､

｢

会
計
職
員
の
う
ち
か
ら
代
行
者
を
指
名
し､

後
任
出
納
員
名｣

を

｢

代
行
者
と
な
る
べ
き
者
と
し
て
あ
ら
か
じ

め
指
名
し
た
会
計
職
員
を
も
つ
て
当
該
出
納
員
名｣

に
改
め､

同
条
第
二
項
を
削
る

｡

様
式
目
次
中

｢第
一
号
様
式
会
計
員
異
動
通
知
書
…
…
…
第
４
条
関
係
｣

を

｢第
一
号
様
式
削
除
｣

に､

｢
同

(そ
の
２
)
納
付
書
そ
の
一
…
…
…
…
…
…
…
第
14条
関
係

同
(そ
の
３
)
納
付
書
そ
の
二
…
…
…
…
…
…
…
第
16条
関
係

同
(そ
の
４
)
現
金
収
納
票
そ
の
一
…
…
…
…
…
第
18条
関
係

同
(そ
の
５
)
現
金
収
納
票
そ
の
二
…
…
…
…
…
第
18条
関
係

同
(そ
の
６
)
返
納
金
戻
入
通
知
書
…
…
…
…
…
第
22条
関
係

同
(そ
の
７
)
納
付
書
(保
管
会
計
)
…
…
…
…
第
120条

関
係
｣

を

｢
同

(そ
の
２
)
納
付
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
第
14条
関
係

同
(そ
の
３
)
納
付
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
第
16条
関
係

同
(そ
の
４
)
現
金
収
納
票
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
第
18条
関
係

同
(そ
の
５
)
現
金
収
納
票
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
第
18条
関
係

同
(そ
の
６
)
返
納
金
戻
入
通
知
書
…
…
…
…
…
…
…
第
22条
関
係

に､
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同 (その７) 返納納付書…………………………第22条関係

同 (その８) 現金収納票 (返納金) ……………第22条関係

同 (その９) 納付書 (保管会計) ………………第120条関係

同 (その10) 現金収納票 (保管会計) …………第121条関係｣

｢第13号様式 現金受入票 (歳入) …………………第17条関係

同 領収書…………………………………第18条関係

同 現金受入票 (保管会計) …………‥第120条関係｣

を

｢第13号様式 (その１) 現金受入票 (歳入) ……………………第17条関係

同 (その２) 領収書……………………………………第18条関係

同 (その３) 現金受入票 (返納金) …………………第22条関係

同 (その４) 現金受入票 (歳入歳出外現金) ………第120条関係｣

に ､

｢第57号様式の４ 歳入歳出外現金受入決議書……………………第120条関係

同 歳入歳出外現金受入決議書 (変更) …………第120条関係

同 歳入歳出外現金受入決議書 (有価証券) ……第120条関係

同 歳入歳出外現金受入決議書 (充当) …………第120条関係｣

を

｢第57号様式の４ (その１) 歳入歳出外現金受入決議書……………………第120条関係

同 (その２) 歳入歳出外現金受入決議書 (変更) …………第120条関係

同 (その３) 歳入歳出外現金受入決議書 (有価証券) ……第120条関係｣

に ､

｢第59号様式の２ 歳入歳出外現金有価証券収納確認票…………第121条関係｣ を ｢第59号様式の２ 削除｣ に

改 め る

｡

第 一 号 様 式 を 次 の よ う に 改 め る

｡

第１号様式 削除

第 三 号 様 式 中 ｢種類｣ を ｢品名 (小分類)｣ に ､ ｢品質又は規格｣ を ｢規格等｣ に 改 め る

｡

第 七 号 様 式 ( そ の 七 ) 中 ｢歳計外｣ を ｢外現金｣ に 改 め ､ 同 様 式 を 第 七 号 様 式 ( そ の 九 ) と す る

｡

第 七 号 様 式 ( そ の 六 ) の 次 に 次 の 二 様 式 を 加 え る

｡
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